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研究成果の概要（和文）：本研究成果として、乳頭損傷の観察ツールである「授乳に伴う乳頭組織の７所見」を
提案した。また、画像解析技術の導入に関して、実現可能性を検討した。助産師や皮膚科医といった専門家の意
見をもとに乳頭損傷の分類と定義が明らかとなった。さらに、この分類について、AIの画像分類システムと助産
師の判定が一定程度一致することが示唆された。今回、最終的な乳頭損傷評価ツールの開発には至らなかった
が、本成果で提案した分類をもとに機械学習の導入を視野に入れたシステムの開発を目指す。

研究成果の概要（英文）：As a result of this research, we proposed "Seven signs of nipple trauma 
associated with breastfeeding" which is an observation tool of nipple trauma. We also examined the 
feasibility of introducing image analysis technology. The classification and definition of nipple 
traumas became clear based on the opinions of experts such as midwives and dermatologists. 
Furthermore, it was suggested that the AI's image classification system and the midwife's judgment 
agree to a certain extent on this classification. Although we have not yet developed a final nipple 
trauma assessment tool, we aim to develop a system using machine learning based on the 
classification proposed in this study.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
授乳で生じる乳頭損傷の客観的評価の実現に向け、基盤となる観察ツールを提案した。この成果は、助産師の母
乳育児支援の実践において応用可能である。少子化が加速する現代社会において、助産師が母親にとって快適な
母乳育児を支援する一助となる。
また、乳頭損傷評価にAIシステムを活用できる可能性が見いだされた。DX化が進む現代において、助産師の診断
サポートや遠隔診断への応用の観点から意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 母乳育児は、母児の疾患リスクの減少等の多様な意義が報告され、世界的に推進されている。
本研究では、乳頭損傷の評価に着目した。乳頭損傷は授乳による皮膚への物理的刺激が誘因で発
生し、発赤や水疱等の所見がある。産褥早期の母親の 29-76%が経験し(Vieira F, et.al., 2013)、
母乳育児を断念する主要な理由であるため、母乳育児支援において解決すべき課題のひとつで
ある。 
乳頭損傷は助産師によって肉眼的に観察され、評価は観察者の主観的判断に依存する。しかし、

乳頭損傷の定義や分類、評価方法はコンセンサスに至っていない(Cervellini MP, et.al., 2014)。
実際に文献検討すると、乳頭損傷という用語は「発赤や水疱といった乳頭組織に生じる創傷所見
の総称」とされるが、用いられる所見の種類には相違があり、各所見の定義も存在しない（中村
ら、2017）。このような評価の相違は、個々の乳頭損傷事例に対する一貫した継続的支援を妨げ
る要因となる。そのため、申請者は客観的な乳頭損傷評価方法の確立を最終目標とし、その基盤
となる研究に着手してきた。本研究開始以前に実施した前向き観察研究で、産褥早期の母親の
761 枚の乳頭画像を収集、分析した。その結果、乳頭組織の７所見が特定され(Nakamura M, et 
al., 2018：図１)、乳頭組織の継時的変化モデルが作成された（中村ら、2019：図２）。 

 

２．研究の目的 

本研究は、「乳頭組織の７所見」と「乳頭組織の継時的変化のモデル」を基盤とした乳頭損傷
評価ツールの開発を目的とした。 

 

３．研究の方法 

（１）研究デザイン 
３段階のデルファイ法を用いた調査 
 

（２）調査対象者の選定基準 
 １）第１次調査 

日常的に乳頭または皮膚を観察している母乳育児や皮膚、美容形成の専門家 
２）第２次調査、第３次調査 

2016～2017 年にアドバンス助産師の認証を受け、連絡先を特定できた助産所助産師 256 名 
 

（３）調査期間 
第１次調査：2019 年 7 月～10 月 
第２次調査：2020 年２月 
第３次調査：2020 年３月 
フィードバック：2020 年４月 

 
（４）調査方法 
１）第１次調査 
質問紙作成を目的として半構造化面接を実施した。各所見の代表症例を提示し、インタビュー

ガイドをもとに「観察される所見の特徴」について自由に話してもらった。 
２）第２次調査 
第１次調査の結果をもとに作成した質問紙（原案）を用い、各所見の特徴への同意について「か

なり同意する」～「全く同意しない」までの５件法にて回答を求めた。また、原案を補填するた
め、自由記載欄を設け、質問項目以外に各所見に観察される所見と特徴の説明として必要と考え
られる内容がある場合は記入するよう依頼した。返送期間は約２週間とした。また、第３次調査
とフィードバックの段階について書面で説明し、同封した第３次調査の送付同意書にて返答を
求めた。 



３）第３次調査 
第２次調査後に追加・修正した質問紙を郵送した。第３次調査の項目は、第２次調査の項目  

に加え、第２次調査の自由記載欄に複数の対象者が共通して挙げた 13 項目を追加したものとし
た。この際、第２次調査結果を参照できるよう、各選択肢の人数と同意率を示した調査結果表を
同封した。返送期間は約２週間とし、フィードバックの段階について書面で説明し、同封した同
意書にて返答を求めた。 
４）フィードバック 
第３次調査の結果とインセンティブを郵送した。 

 
（５）分析方法 
１）第１次調査 
逐語録から各所見に観察される所見の特徴に関する内容を抽出し、１つの単位としてコード

化した。すべてのコードを意味内容の類似性に基づいて分類し、ラベルネームをつけてカテゴリ
ーとした。ラベルネームが質問紙の項目の表現として適切であるかを検討し、文章を整えた。分
析は研究者２名で行い、共通見解に達するまで複数回討議した。 
２）第２次調査、第３次調査 
第３次調査の結果を本研究のコンセンサスとした。同意基準は、①中央値が 2.0 以下、②四分

位範囲が 1.0 以下、③「かなり同意する」と「同意する」の合計が全体の 51％以上、の３つ全
てに合致することとした。自由記載の内容は研究者間で討議し、第３次調査の項目の修正案に反
映した。 

 
（６）倫理的配慮 
北海道大学大学院保健科学研究院倫理審査委員会の承認（第 1 次調査承認番号：19-27、第 2

次調査～フィードバック承認番号：19-85)を得て実施した。 
 
４．研究成果 
（１）対象属性 

第１次調査では職種の異なる５名（助産師、母乳育児外来を有する小児科医師、美容形成外科
医師、皮膚科医師、乳がん看護認定看護師）、第２次調査では 60 名、第３次調査では 42 名のア
ドバンス助産師から回答を得た（図３）。 

図３ 各調査の研究対象者の属性 
 
（２）コンセンサスまでのプロセス 
 コンセンサスに至ったプロセスを図４に示す。第一次調査のインタビューにより 72 項目が設
定された。第二次調査ではその 72 項目のうち 36 項目がコンセンサスを得た。さらに、自由記
載欄による項目の見直しにより、１項目の削除と 13 項目の追加を行い、第三次調査の質問紙の
項目は 84 項目となった。最終的に、第３次調査では 48 項目のコンセンサスが得られた。 

図４ コンセンサスまでのプロセス 
  



（３）「授乳に伴う乳頭組織の７所見」の提案 
コンセンサスが得られた 48 項目の内訳は、発赤の８項目、腫脹の 10 項目、痂疲の９項目、水

疱の７項目、離開の７項目、紫斑の４項目、皮膚剥離の３項目であった。これらの項目は、傷
の状態を示す項目と傷の発生機序を示す項目に分類された。 
代表的な症例画像と統合し、乳頭損傷の観察ツールとして「授乳に伴う乳頭組織の７所見」

が提示された（図５）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     図５ 「授乳に伴う乳頭組織の７所見」 
 
（４）研究の主な成果 
 本研究の成果として、授乳によって乳頭組織に生じる７所見の定義を決定した。また、この定
義を用いて観察ツールである「授乳に伴う乳頭組織の７所見」を提案した。助産師による乳頭の
観察や、経験の浅い助産師の教育に活用することで、乳頭損傷の観察と評価の客観性の向上が期
待できる。 
 
（５）今後の展望 
 当初の計画においては、提案した「授乳に伴う乳頭組織の７所見」を用いて「乳頭組織の継
時的変化のモデル」を検証する計画であった。しかし、近年の AI の急速な進歩に伴い、助産師
による肉眼的な判定に留まらず、AI を用いた評価法の確立を目指すことが今後の研究発展にお
いて有効であると考えた。そのため、最終年度には計画を部分的に修正し、システム導入に向け
たパイロットスタディを行った。その結果、AI モデルと助産師の判定は一定程度一致し、簡便
な画像分類技術で一定程度助産師と同様の所見判定が可能であることが示唆された。この結果
は、DX の活用が進む現代社会における母乳育児支援の実践に応用できると考えられる。今後の
研究では AI システムでの判定を導入し、より信頼性の高い「乳頭組織の継時的変化のモデル」
を提案する計画である。 
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